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顕彰事業　最終審査ノミネート賞

■都府県方面部門
 ●青森県遊技業協同組合　「文部科学大臣杯争奪第26回大会　

　 鷹揚旗全国選抜剣道大会2018への後援」事業
全国各地から選抜された小・中学生約1,000人が参加する剣道大会を平成26

年から運営を後援。

 ●静岡県遊技業協同組合　「静岡県教育委員会・青少年等育成3事業
　支援のための寄付金の贈呈」事業

海外への留学支援を行う「ふじのくにグローバル人材育成事業」や将来の夢や希
望などを中学生が発表する「わたしの主張事業」、子どもたちが共同生活しながら通
学する「地域における通学合宿事業」の3事業を支援。

 ●  奈良県遊技業協同組合　「ギャンブル依存対策施設に寄付　
　 ～4年連続貢献活動～」事業

ギャンブルなどの依存症者の社会復帰支援やセミナーを行う一般社団法人ワン
ネスグループに活動資金を4年連続で寄贈。

 ●山口県遊技業協同組合　「障害者福祉作業所に対する物品支援活動」事業
福祉作業所の老巧化した作業道具や娯楽用品を刷新し、快適な作業環境を構

築するため、県内13ヵ所の作業所に要望する物品を贈呈。

 ●  香川県遊技業協同組合　「断続的な『安全・安心街づくり活動』と
　『暴力団排除活動』の支援」事業

安全・安心な地域社会を実現するため、香川県防犯協会連合会や香川県暴追セン
ター等に対し、資金及び物品等の継続的な支援を実施。

■支部組合部門
 ●  青森県遊技業協同組合　上十三・下北支部 　「防犯カメラの寄贈」事業

地域の犯罪抑止と安心・安全の実現のため、野辺地町・むつ市・三沢市に対し
それぞれ防犯カメラ設置費用を寄贈。

 ●千葉県遊技業協同組合　船橋遊技場防犯組合　
　「『電話de詐欺』被害防止対策」事業

高齢者に対する電話詐欺対策のため、船橋市、船橋警察署と連携を図り電話
機に簡単に接続し使用できる「詐欺防止装置」180台を船橋市に寄贈。

 ●  奈良県遊技業協同組合　生駒支部、奈良西支部　「支部全店舗での　
　月1回の清掃活動の実施～日本列島クリーン大作戦～」事業

地域に根ざし愛されるホールを目指し、生駒支部、奈良西支部の全店舗で月に1度、
ホール周辺や通学路等の清掃活動を実施。

 ●福岡県遊技業協同組合　柳川遊技場組合　「九州北部豪雨援助」事業
九州北部豪雨による被災者支援のため、バスタオルの物品支援と被災社宅の

瓦礫の片付けにボランティア参加。

■組合員ホール部門
 ●  札幌方面遊技事業協同組合　昌栄株式会社　BIG大王　

　「冬期間における雪害対策への貢献」事業
近隣住民の雪捨て場としてホール駐車場を開放。運ばれた雪は従業員が小型

重機で除雪し、雪の排泄運搬費はホール自らの費用で実施。

 ●  宮城県遊技業協同組合　株式会社カツヨシ商事　
　「第5回みやぎ元気マラソン2017」事業

地域活性化や交流のために未就学児から高齢者まで多数参加する「みやぎ元気
マラソン」を2013年から継続実施し、資金面および大会運営スタッフ等の人的支援。
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顕彰事業　最終審査ノミネート賞

 ●茨城県遊技業協同組合　有限会社伸和商事　
　「シンワ杯　第6回学童野球大会の開催について」事業

青少年健全育成のため、毎年、県内の学童野球チームの参加を募り軟式野球
大会を継続開催。

 ●  埼玉県遊技業協同組合　サンキョー株式会社　SAP草加店　
　「SAP草加店『SAP草加 防犯パトロール隊』による安心安全まちづくり活動」事業

草加市松江自治会の実施している「地域防犯パトロール」に共催し、ホール従業
員による専従パトロール隊を結成。下校時や夜間パトロールを実施。

 ●  広島県遊技業協同組合　プローバグループ（NPOフォルツァプローバ）
　「スポーツを通じた地域振興、青少年育成」事業

青少年健全育成や健康増進のため、幅広い年代の方が楽しめる大規模なフットサ
ル大会を開催。

 ●  長崎県遊技業協同組合　ひぐちグループ 　株式会社ひぐち、三宝商事　　　　　　　　　　　　　　　
株式会社　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

「第8回まるみつ献血運動～けんけつ　まるみつ　まるみつが社会のた
めにできること～」事業

県民が多く集まるイベント会場において、長崎市赤十字血液センターと連携した
献血活動を継続実施。

第13回「社会貢献大賞」は都府県方面組合が実施した事業のほか、規模は小さくとも地域への貢献度が高い支部組合
や組合員ホールが実施した事業を、事業の実施主体ごとに募集した。

29都府県方面組合から81件の申請があり（昨年は35都府県方面組合から80件の申請）、申請の内訳は、実施主体別で、
都府県方面組合23件、支部組合18件、組合員ホール40件であった。

3月23日（金）の常任幹事による第1次審査会、4月12日（木）の「社会貢献活動審査委員会」（杉浦正健委員長、脇田
直枝委員長代行）で審査した結果、下記の事業を顕彰することとした。その結果、第13回社会貢献大賞に京都府遊技業
協同組合の「公益財団法人 京遊連社会福祉基金創立30周年記念」事業に決定したほか、都府県方面部門の最優秀賞
には大阪府遊技業協同組合の「大遊協Presents 熊本地震復興応援」事業に決定し、あわせて合計12の事業を表彰す
ることとした。審査結果と顕彰事業の詳しい事業内容は、この「社会貢献活動年間報告書」に記載されている。

今回より第1次審査で選出され最終審査にノミネートされた事業に「最終審査ノミネート賞」を授与することにした。

募集と審査の結果


